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本研究の目的は、 効率よく最新の情報を共有するための一つの方法として、 高等学校家庭科教員のための教育情報サイ
トを開発し、 その有効性について検討することである。 開発にあたり、 兵庫県高等学校家庭科教員を対象に、 コンピュー
タやイ ンターネ ットの利用状況と家庭科の教育情報サイ トのニーズについての調査を実施した。 調査結果より、 普段から
コ ンピュータやイ ンターネ ットは利用しているものの、 それらに対し不安を抱いていることがわかった。 そのため、 コン
ピュータ操作の熟練度に関わらず利用 ・ 管理ができるように、CMS を用いたサイ トの開発を行った。 公開後に行った評
価に関する質問紙調査では、 サイ トの有用性の高さが示唆された。 その一方で、 教材の投稿に関しては、 消極的な意見が
多かったことから、 それらに関する不安を取り除く方法や管理 ・ 運営についての対策が必要であることが示唆された。 
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1 . 研究の背景と目的
高等学校学習指導要領解説家庭編 ( 文部科学省2010) 
では、 「生活するために必要な衣食住、 家族、 保育、 消
費、 環境などの知識と技術を実践的 ・ 体験的な学習を通
して習得させること」 を高等学校家庭科の目標としてい
る。 ここから、 家庭科で学習する分野は衣食住のみなら
ず、 家族や保育、 消費 ・ 環境など広範囲にわたることが
わかる。 また、 これらは社会の変化に伴い、 内容も変化
し続けている。 そのため、 家庭科教員は、 広範囲かつ変
化し続ける学習内容に関する新しい情報が常に必要であ
り、 それらを効果的に指導する能力が求められている。
家庭科教員の現状として、 野中ら(2012) が全国21都
道府県立全日制普通科高等学校の家庭科主任を対象に行っ
た調査では、 家庭科教員の減少や時間数の減少が課題と
してあげられていた。 平成15年より2 単位の必修履修科
目である 「家庭基礎」 が登場したことにより、 単位数が
減少されたが、 学習内容は削減されていない。 そのため、
学習指導要領の目標にあるような実践的 ・ 体験的な学習
活動の充実は、 困難な状況である。 しかしそのよう な状
況の中で、 家庭科教員数は減少し、 特に、 普通科が設置
されている高等学校では家庭科教員は1 人しか配属され
ていない場合も多く、 相談をしたいと思ってもすぐに相
談できない状況である。
このような家庭科教員の現状を解決するための一つの
方策 と し て、 ICT ( Information and Communication 
Technology) を活用した教員支援が考えられる。 田中ら
(2000) や、 奥谷 (2012) においても、 ウェブサイ トを
活用した教員支援の有用性が示されている。 「教育の情
報化に関する手引き」 (文部科学省2010) では、 教員一 
人 1 台のパソ コ ンの支給やグループウェ ア等の校内
LAN (Local Area Network) を用い情報共有をするなど、
ICT を活用することで業務の軽減と効率化や教育の質の
向上に有効であることが示されている。 また、 「平成26 
年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結
果」 (文部科学省2015) において、教員の校務用コンピュー
タ整備率は全国平均で113.8% であることが示唆された。 
全国的に半数以上の学校において、 教員一人1 台のコン
ピュータに加え、 成績処理用の共用コンピュータも整備
されている。30Mbps以上の超高速イ ンターネット接続
率についても、 全国平均で81.6% と、 教育の情報化に向
けた整備が進められている。
以上のことから本研究では、 効率よく最新の情報を共
有するための一つの方法として、 高等学校家庭科教員の
ための教育情報サイ ト を開発し、 その有効性について検
討することとした。 
2 . 家庭科教員のニーズ調査
教育情報サイトの開発にあたり、家庭科教員のコンピュー
タやイ ンターネットの利用状況と家庭科の教育情報サイ
トのニーズを明らかにするために、 兵庫県高等学校家庭
科教員を対象とした質問紙調査を行った。 
2.1 調査内容
調査概要については、 表1 の通りである。 調査内容に
ついては、 家庭科教員の状況とニーズを把握するため、
①調査対象の回答者に関する項目、 ②コンピュータ ・ イ
ンターネットの利用状況に関する項目、 ③ 「家庭科」 の
指導上必要な情報に関する項日の3 項目を設けた。 また、
家庭科教員の情報通信ネットワークの利用傾向を詳細に
把握し、 教育情報サイ トの形式を検討するため、 「一般
サイ ト」、「投稿サイ ト」、「SNS」、「掲示板サイト」 の4 
種類のサイ トに関する項目を設けた。 
*兵庫県立有馬高等学校 * * 兵庫教育大学大学院教科教育実践開発専攻生活 ・ 健康 ・ 情報系教育コース 教授 平成28年 6 月27 日受理
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表 1 質問紙調査概要
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調査時期 2013年 7 月中旬~ 8 月下旬 
調査対象 兵庫県内の高等学校家庭科教員 
調査方法 郵送によ る質問紙調査 
配 布 数 約560枚 (226校) 
2.2 結果及び考察
質問紙の回収数は166枚である。 すべての項目につい
て単純集計を行った。 
①回答者に関する項目
回答者の任用形態について、 「教論」 と答えた人が70 
% (116人) と最も多く、常勤講師、非常勤講師、 実習
助手という順であった (表 2 )。 これは、 夏季休業の直
前に送付したため、 非常勤講師に質問紙調査用紙が届く
こ とが難しかったためだと思われる。 それでも、 講師
(常勤講師、非常勤講師) の割合は全体の約4 分の 1 であ
り、 家庭科の教員数から見ると、 講師の割合は多いよう
に思われる。
表2 任用形態について (N=166) 
回 答 度数 比率 
教諭 
常勤講師 
非常勤講師 
実習助手 
未記入 
116 
22 
20 
6 
2 
70% 
13% 
12% 
4% 
1% 
回答者の勤務する高等学校における、家庭科の担当者
数については、「2人」 と答えた人が26% (43人) と最
も多い結果となった (表 3 )。 先行研究においても、 野
中ら (2012) の調査により、 ほとんどの学校において2 
人以下で家庭科を担当している状況が課題と してあげら
れていたため、 兵庫県の家庭科教員の配置状況について
も同じよう な状況であることがうかがえる。
表 3 家庭科担当者数について(N=166) 
回 答 度数 比率 回 答 度数 比率 
1人 
2人 
3人 
4人 
5人 
27 
43 
33 
22 
11 
16% 
26% 
20% 
13% 
7% 
6人 
7人 
8人 
9人 
未記入 
7 
5 
9 
2 
7 
4% 
3% 
6% 
1% 
4% 
②コンピュータ ・ イ ンターネットの利用状況に関する項日
コンピュータの利用状況について、 「資料 ・ 文書作成
をする」 と答えた人が96% (160人)、次いで、「インター
ネットを使う」 と答えた人が80% (132人) と多かった。 
コンピュータをほとんど使わないと回答した人が全体の
4 % ( 6 人) と少なく、全体的に校務においては、 コン
ピュータを利用していることがうかがえる (表 4 )。
表 4 コンピュータの利用状況について
(複数回答、N= 166) 
回 答 度数 比率 
資料 ・ 文書作成をする 
イ ンターネッ トを使う 
電子メールを使用する 
コンピュータを使って授業を進める 
コンピュータの使い方について授業で指導する 
コンピュータはほどんど使わない 
その他 
160 
132 
84 
53 
18 
6 
5 
96% 
80% 
51% 
32% 
11% 
4% 
3% 
また、 イ ンターネットを利用するときの端末としては、
「パソコン」 と答えた人が98% (163人) と最も多かった
(表 5 )。 その理由として、平成26年度学校における教育
の情報化の実態等に関する調査結果 (文部科学省2015) 
において、 教員の校務用コンピュータ整備率は兵庫県で
は115.8%であり、 また、 超高速イ ンターネッ ト接続率
についても91.6% と平均値の81.6% を上回っている。 そ
のため、 一人1 台のコンピュータが支給されている学校
も増えてきており、 いつでも自由にコンピュータやイ ン
ターネットが使える環境にあると考えられる。
表 5 イ ンターネッ ト利用時の端末について
(複数回答、N=166) 
回 答 度数 比率 
パソコン 
スマー トフオン 
携帯電話 
タブレッ ト端末 
ゲーム機器 
テレビ
わからない 
その他 
163 
58 
32 
20 
1 
0 
0 
0 
98% 
35% 
12% 
19% 
1% 
0% 
0% 
0% 
ウェブページの利用状況について、 掲示板サイ トの閲
覧73% (122人)、投稿サイト86% (142人) と、 それぞ
れの 「閲覧をする」 と答えた人が過半数を超えていたが、
ウェブページの作成や掲示板サイ トでの質問、 記事の投
稿等、 自ら情報を発信することについての項目の回答者
は、 いずれも少数であった(表 6 )。 特に、sNs につい
ては、 「アカウント を所持 している」 と答えた人は、
28% (46人) に対し、「わからない」 と答えた人が52% 
(86人) と最も多かった。 回答者の年齢層が比較的高く、
SNSに対して関心がないためか、SNSに関しては消極
的な回答が多く見受けられた。 また、 掲示板サイ トや投
稿サイ トについても 「閲覧する」 と答えた人は過半数を
表 6 ウェブページの利用状況について (複数回答、 N=166) 
掲示板サイ ト SNS 
回 答 度数 比率 回 答 度数 比率 
閲覧する 
掲示板サイ トは知つているが、利用していない 
わからない 
質問する 
他者の質問に答える 
122 
32 
10 
5 
1 
73% 
19% 
6% 
3% 
1% 
わからない 
アカウントを所持している 
閲覧する 
つぶやき、 近況などを投稿する 
SNSは知つているが、利用していない 
86 
46 
44 
19 
17 
52% 
28% 
27% 
11% 
10% 
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超えていたものの、 自ら情報を投稿したり、 質問したり
するなどの積極的な利用は少なかった。 このことから、
閲覧はしていても、 自ら情報発信することは少ないため、
ウェブページを使っても情報交換はあまり積極的にされ
ていないように思われる。 
③ 「家庭科」 の指導上必要な情報に関する項目
「家庭科」 を指導する上で欲しいと思う情報について
は、「教材・教具、 資料」 と答えた人が83% (138人) と
最も多く、次いで 「指導内容」 と回答した人が53% (88 
人)、「指導方法」 と回答した人が47% (78人) であった
(表7 )。
表 7 「家庭科」 の指導上、欲しい情報について
(複数回答、N=166) 
回 答 度数 比率 
教材・ 教具、 資料 
指導内容 
指導方法 
施設・ 設備、予算 
評価 
授業時間数 
その他 
なし 
138 
88 
78 
61 
42 
26 
4 
2 
83% 
53% 
47% 
37% 
25% 
16% 
2% 
1% 
「家庭科」 の情報が欲しい時の情報の収集方法につい
て、 「イ ンターネットで検索する」 と答えた人が85% 
(141人) と最も多く、「同じ学校の同僚などに直接会っ
て聞く」 と回答した人が64% (106人)、「研修会や研究
会などで情報収集する」 と回答した人が61% (101人) 
であった (表 8 )。
家庭科教員のコンピュータやイ ンターネ ットの利用状
況については、 各教員が個人で利用できるコンピュータ
が整備されていることもあり、 教材研究や業務において
利用している人は多く、 家庭科の情報サイ トに関しても
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必要性を感じている人は多かった。
また、 情報収集においては、 家庭科担当教員が複数い
た場合、 他校の知り合いに聞く ことよりも、 同じ学校の
同僚などに直接会って聞く ことが多いが、 それらの回答
より もイ ンターネッ トで検索するとの回答が多かった。 
以上のことからも、 必要な情報がまとまって掲載されて
いる教育情報サイ トがあれば活用してもらえるのではな
いかと推察された。
ただし、SNSや掲示板サイ トの利用が極端に少ない
こと、 コンピュータを使った授業や使い方についての授
業をすることが少ないこともあり、 コンピュータが得意
ではない教員が多いと考えられる。 また、 自由記述にお
いても、 ウェ ブページに掲載されている情報に関する不
安やサイ トを管理することへの不安、 見えない相手との
やり とりに関する不安等、 イ ンターネッ トやコンピュー
タを使う ことへの不安を感じている教員が多いことがわ
かった。 以上のことから、 教育情報サイ ト を開発するに
あたって不安を取り除く工夫が必要であろう。 
④教育情報サイ トに関する項目
教育情報サイ トの形式を検討するため、「A資料集や
指導案、 授業に役立ちそうなべ一 ジ情報を閲覧 ・ ダウン
ロードできる一般サイ ト」(一般サイ ト)、「B資料集や
指導案、授業に役立ちそうなべ一 ジ情報を閲覧・ 投稿 ・ 
ダウンロードできる投稿サイ ト」(投稿サイ ト)、 「c 情
報共有・ 交換ができるsNs」 (sNs)、「D情報共有・ 交
換ができる掲示板サイ ト」 (掲示板サイ ト) の4 種類のサ
イ トを例と してあげた(表 9 )。
一般サイ ト、 投稿サイ トについて、 「有用だと思う」
と答えた人は一般サイ トが76% (126人)、投稿サイ トも
90% (149人)、「閲覧したいと思う」 と答えた人は一般
サイトが93% (154人)、投稿サイトは83% (138人) と
多かった (表10、11)。 想定しやすいサイ トのため、 こ
表 8 「家庭科」 の情報が欲しい時の情報の収集方法について (複数回答、N=166) 
回 答 度数 比率 
イ ンターネッ トで検索する 
同じ学校の同僚などに直接会って聞く 
研修会や研究会などで情報収集する 
図書館等で必要な文献資料を探す 
別の学校の知り合いに直接会って聞く 
近くに相談相手がいない場合は、電子メール・ 電話などを使って聞く 
イ ンターネッ トの掲示板サイ トを利用し、 相談する 
その他 
SNS を利用し、 相談する 
141 
106 
101 
73 
60 
35 
9 
4 
3 
85% 
64% 
61% 
44% 
36% 
21% 
5% 
2% 
2% 
表 9 家庭科教育情報サイ トの形式
A 
「資料集や指導案, 授業に役立ちそうなべ一 ジ情報を閲覧・ ダウンロードできるサイ ト」 
例 : 各教科書会社や各教育委員会など, 各団体により提供される一般的なサイ ト
B 
「資料集や指導案, 授業に役立ちそうなべ一 ジ情報を閲覧 ・ 投稿 ・ ダウンロー ドできるサイ ト」 
例 : YouTubeやウイキペデイア, ク ツクパツドなど, 個人が自由に投稿・ 閲覧できるサイ ト
c 「情報共有・ 交換ができるSNS」 
例 : mixiや facebook などのサイ ト
D 
「情報共有・ 交換ができる掲示板サイ ト」 
例 : Yahoo!知恵袋, Yahoo!掲示板, 2 ちやんねるなどの掲示板サイ ト 
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のよう な結果になったと考えられる。 情報提供について
は、 一般サイ トは 「条件次第なら」 と答えた人は63% 
(104人) であったが、 投稿サイ トでは、 「思わない」 と
答えた人が49% (82人) と多かった(表12)。
SNSについては、 閲覧、 情報提供についても、 「思わ
ない」 と回答した人が多かった(表11、12)。 イ ンター
ネットの利用状況に関する質問でもsNs を利用してい
ない、 わからないと答えた人が多かったため、 このよう
な結果が出たと思われる。
掲示板サイ トでは、sNs と比べると、 有用性や閲覧
についても 「思う」 と回答した人は多かったが、 情報提
供については、「思わない」 と答えた人が、74% (123人) 
と最も多かった(表10、11、12)。 その理由として、「い
たずら目的な人もいて、 信用できない情報も多いと思う
から」、「不特定多数の人が見れることが不信、 間違った
情報かも」 など、 サイ トや情報に関する信用性について
疑問を持つ声が多かった。 
3 . 家庭科教員を支援する教育情報サイ トの開発
ニーズ調査の結果において、 情報通信機器を使う こと
に不安に感じている教員が多かった。 そのため、 ウェブ
サイ ト作成に関する知識がなく ても管理ができるように
するため、CMS (Content Management System) の一つ
である 「NetCommons」 を採用した。 調査では、 サイ ト
形式については、 教材や授業実践などが自由に閲覧 ・ ダ
ウンロードできる一般的なサイ トが求められていること
が明らかになったが、 提供できる情報がすぐにないこと
や、 情報やサイ ト を管理する担当者が必要なことから、
運営が難しいことが考えられる。 そのため、 教材や授業
実践などの情報を各自で投稿できるべ一 ジを含めたサイ
ト を開発のコンセプト と した。 なお、 サイ トの信用性を
高めるため、 サーバの管理を兵庫県教育研修所に委託し、
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図 1 「みんなの家庭科」 トップページ
兵庫県の家庭科教員が所属する家庭部会の公式サイ トと
して開発した。
サイ ト タイ トルは、 公式なサイ トであること をアピー
ルし、 また、 みんなで自由に閲覧 ・ 投稿できるよう に
「兵庫県高等学校教育研究会家庭部会 みんなの家庭科」
(図 1 ) とした。
サイ トの詳しい利用方法については、 会員全員が閲覧
できるようサイ ト上にマニュアルを公開している。 特に、
教材の投稿方法やログイン方法、 記事の投稿、 記事の編
集、 削除について簡単にまとめたマニュアル(クイ ック
ガイ ド 図2 ) を作り、全会員に配布した。 
3.1 閲覧の範囲
サイ ト構成は、 教材や授業実践の投稿べ一 ジと家庭部
会に関する報告や連絡を行うべ一 シ(「みんなの教材 ・ 
表10 教育情報サイ トが有用だと思うか (N=166) 
一般サイ ト 投稿サイ ト SNS 掲示板 
回 答 度数 比率 度数 比率 度数 比率 度数 比率 
思う 
思わない 
わからない 
未記入 
126 
17 
22 
1 
76% 
10% 
13% 
1% 
149 
3 
13 
1 
90% 
2% 
8% 
0% 
47 
58 
60 
1 
28% 
35% 
36% 
1% 
52 
53 
59 
2 
31% 
32% 
36% 
1% 
表11 教育情報サイ トを閲覧したいと思うか (N=166) 
一般サイ ト 投稿サイ ト SNS 掲示板 
回 答 度数 比率 度数 比率 度数 比率 度数 比率 
思う 
思わない 
わからない 
未記入 
126 
17 
22 
1 
76% 
10% 
13% 
1% 
138 
8 
18 
2 
83% 
5% 
11% 
1% 
43 
79 
40 
4 
26% 
48% 
24% 
2% 
64 
54 
44 
4 
39% 
33% 
26% 
2% 
表12 教育情報サイ トに情報提供したいと思うか (N=166) 
一般サイ ト 投稿サイ ト SNS 掲示板 
回 答 度数 比率 度数 比率 度数 比率 度数 比率 
思う 
条件次第なら 
思わない 
未記入 
16 
104 
45 
1 
10% 
63% 
27% 
0% 
8 
75 
82 
1 
5% 
45% 
49% 
1% 
4 
37 
119 
6 
2% 
22% 
72% 
4% 
3 
29 
123 
11 
2% 
17% 
74% 
7% 
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授業実践」) を作成した。 閲覧範囲は、 家庭部会員のみ
が閲覧できるサイ ト と したため、 ト ップページのみ、 制
限なく閲覧が可能なべ一 ジと した。 その他のべ一 ジはす
べてログイ ンをしないと見ることができないように非公
開のべ一 ジと した。 そのため、 全会員に対し、 アカウン
トの発行を行い、 郵送にて送付した。 
3.2 利用者権限
利用者権限は、家庭部会の会長・ 事務局長は 「管理者」、
役員は 「主担」、 会員は 「一般」 のように家庭部会の役
割ごとにアカウント を作成した。 「管理者」 は、 システ
ムの最高責任者であるため、 会員用のアカウント作成、
ト ップページデザイ ン等のすべての作業が可能である。 
「主担」 は、 各委員会等のべ一 ジの主担当者用に発行し
たアカウントである。 それぞれの委員会の長が担当者と
なり、 委員会べ一 ジの記事の投稿が可能である。「一般」
は、 すべての家庭部会会員が全べ一 ジの閲覧、 「みんな
の教材 ・ 授業実践」 への記事の投稿ができる。 
3.3 教材投稿べ一 ジへの投稿と承認
教材や授業実践等を共有することを目的とし、「みん
なの教材 ・ 授業実践」 のべ一 ジを設けた。 このべ一 ジは
アカウントを有する会員のみが自由に閲覧 ・ 投稿するこ
とが可能である。 教材等の投稿があった場合、 すぐに全
体に公開されないよう にしている。 管理者によって記事
の内容を確認後、 承認され、 公開される。 
4 . 教育情報サイ トの評価と改善
4.1 教育情報サイ トの評価に関する質問紙調査
家庭部会員293名を対象に、 有用性や使用感を調査す
るため、 郵送による質問紙調査を行った。 調査概要は表
13の通りである。 回答の際には、 サイ トへのログイ ンを
必須事項とした。 主に、 ①サイ ト全般について、 ②投稿
べ一 ジについて、 ③サイ トの信用性についての3 項目に
ついて問う た。
表13 調査概要
調査時期 2015年 6 月中旬~ 7 月下旬 
調査対象 家庭部会に所属する高等学校家庭科教員 
調査方法 質問紙調査 
配 布 数 293枚 (153校) 
回答率は、88枚 (30%) である。 サイト全般について
有用だと思うかという質問に対し、「そう思う」 「少しそ
う思う」 と回答した人は89% (78人) と概ね公式サイ ト
に対し有用性を感じていることが示唆された (表14)。 
また、 家庭部会員のみが閲覧できることについて信用性
を感じるかという質問に対し、「とてもそう思う」 「少し
そう思う」 と回答した人が91% (80人) だったことから、
閲覧制限を設けることで家庭科教員はサイ トに信用性が
あると感じていることが示唆された(表15)。 しかし、
サイ ト内にある教材等の投稿べ一 ジについては、 有用性
は感じながらも、 教材の投稿をしたいかという質問に対
しては、「あまりそう思わない」 「全く そう思わない」 と
回答した人が51% (45人) であった (表16)。 自由記述
においても、 「教材の投稿が増えたらいいと思う」 のよ
うな消極的な意見が多く、自ら投稿をしたいと回答する
人は少ない結果となった。
以上のことから、家庭部会の公式サイ ト全般としては、
家庭科教員にとって開発したサイ トの信用性は高いと考
えられる。 また、 公立の機関にサーバを設置し、 大学が
サポート し、 閲覧を制限することで、 サイ トの信用性が
高まったといえる。 しかし、 教材投稿べ一 ジについては、
閲覧はしたいと思っているものの、 投稿に関しては消極
的な傾向が伺える。 サイ トを持続可能にするため、 家庭
科教員の教材の投稿を促す方策の検討が必要である。
表14 サイ トは有用だと思うか(N=88) 
回 答 度数 比率 
とてもそう思う 
少しそう思う 
あまりそう思わない 
全く そう思わない 
未記入 
40 
38 
10 
0 
0 
46% 
43% 
11% 
0% 
0% 
表15 会員のみの閲覧の信用性について (N=88) 
回 答 度数 比率 
とてもそう思う 
少しそう思う 
あまりそう思わない 
全く そう思わない 
未記入 
42 
38 
6 
0 
2 
48% 
43% 
7% 
0% 
2% 
表16 教材を投稿したいと思うか (N=88) 
回 答 度数 比率 
とてもそう思う 
少しそう思う 
あまりそう思わない 
全く そう思わない 
未記入 
9 
34 
39 
6 
0 
10% 
39% 
44% 
7% 
0% 
4.2 継続可能な活用・ 運営方法の検討
今後も継続してサイ ト運営ができることを目指し、 改
善策を検討した。
第一に、 教材の投稿数を含め、 サイ ト全体のコンテン
ツを増やす方法についてである。 教材投稿べ一 ジへの投
稿は未承認のものを含めても約30件しか投稿されていな
い (2016年 2 月現在)。 教材・ 授業実践の投稿に消極的
な理由として考えられるものとして、忙しい ・ 面倒といっ
た多忙という要因があげられる。 日頃の業務が多忙であ
り、 新たに導入された今回のサイ ト を活用するには時間
を要するのではないだろう か。 委員会のべ一 ジにおいて
も、 活動報告等がされているべ一 ジもあるが、 なにも投
稿がされていないべ一 ジの割合の方が多い。 継続して運
営を続けるためにも、 サイ ト内の情報の充実が重要とな
ることが推測される。 そのため、 教材の投稿を促す方策
を検討し、 家庭科教員にとってサイ トを活用することが
仕事の簡素化につながることを伝え、 サイ ト利用を広め
ていきたい。
第二に、 教材投稿べ一 ジの承認方法についてである。 
高等学校家庭科教員を支援する教育情報サイ トの開発
改善前の方法では、年に数回行われる委員会時において、
メ ンバー全員の確認を得ることが必要条件とされていた。 
しかし、 遠方から集まることもあり時間と場所には限り
があること、 投稿が増えてきた場合、 公開までに時間が
かかること等が課題であった。 そこで、委員会のメ ンバー
のみが閲覧することができる非公開べ一 ジを作り、 ペー
ジ内で承認の有無を確認できるようにした。 具体的には、
各投稿に対し、「引用元の記載 「写真の加工」、「個人情
報」、「キャラクター」、「製作者等に許可」 の5 項目に関
する項目を設け、 承認できる項目についてチェ ックをす
るという ものである。 これはアンケート形式になってお
り、 集計が簡単にできるようになっている(図 3 、 4 )。 
この項目は承認をする際にも使用し、 一つでも当てはま
らない投稿については 「未承認」 となるため、 再度、 投
稿者に対し編集を求めるようにした。 
5 . まとめと今後の課題
以上、 本研究では、 高等学校家庭科教員のニーズと実
態を把握した上で、 効率よく最新の情報を共有するため
の一つの方法として、 教育情報サイ トを開発した。
教材投稿べ一 ジの有用性の高さを伺うことはできたが、
教材や授業実践の投稿数が伸びなかったことが現状であ
る。 日頃の業務が多忙な中、 イ ンターネット を使う こと
に不安を感じている教員も多いため、 家庭部会と してサ
(' ) 「 記事を書く 」 をクリックする
② 必須事項の入力をする
口 タイトル
口 学校名
口 本文
口 カテゴリー選択
:3 画像などの添付ファイルがあれば、
ツールパーより選択する
④ 決定ボタンをクリックする
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イ トを活用した取り組みに関する研修等が今後の課題で
ある。 
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. : 口 生 の作品を投稿する時には、 制作者である生1走の了承を得る。 : 
' 口 授業や活動の様子を投稿する時には、 写っている生徒の了承を得る。 ・ : 口 個人が特定できるような写真は、 モザイク処理やトリミングなどの加工をする。 : 
' 口 生従氏名や評価簿などの個人情報が記載されていないか確認する。 ・ : 口 引用元を記載する。 : 
' 口 動画を投稿する場合は、 動画の制作者・ 出演者等に了承を得る。 ・ l
● ●
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投m時について
管理者より 「承認」
された後、 ウエプ上に
公開されます。
そのため、 公開される
までに時間がかかるこ
とがあります。 
図 3 投稿用チエツクリスト
l みんなの教材 - 授能の素認
8 月分承認記事について
買間 l :
「2015/08; 17 i-.1れあい育児体験 0 0 0高積
口引用元の記載 口写真の加工 口個入'情報 口キャラクター 口製作者等に許可
l 回警 f 3 l 
図 4 アンケートを使った承認作業(例) 
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